
 

 

 

 

 

① 団体の組織概要 

 

・代表者名   松富士 将和 

  

・団体所在地  郵便番号 839-0853  

        住    所 久留米市青峰 1-14-29 

 

・設立時期   平成 13（2001）年 4 月 15 日 

 

・団体の活動目的  「野鳥も人も地球のなかま！」 

  鳥も人も地球のなかま！ いっしょに地球の明日を守りましょう。  

かけがえのない自然を、「子どもたちの明日に残したい」そんなあなたの力が、地

球の自然といのちを守ります！ 

・活動頻度 

  探鳥会：月４～５回 

・主な活動場所 

  筑後地区の山地、河川、平野、有明海など 

・会員数 

  160 名 

・会費 

  3,500 円/年（2,500 円+本部（公益財団法人日本野鳥の会） 費 1,000 円） 

・入会方法 

 入会案内に記入・本部会員係に送付 

※筑後支部事務局に連絡 →入会案内を送付します 

・ホームページアドレス 

https://wbsj-chikugo.org/  

blog まめわり通信 http://grosbeak.blog.fc2.com/ 

・連絡先  

連絡担当者   野田 美治 

電話番号     0942-75-1766 

FAX 番号    0942-75-1766 

メールアドレス    wbsj.chikugo@gmail.com 

団体名 日本野鳥の会筑後支部 

https://wbsj-chikugo.org/
http://grosbeak.blog.fc2.com/
mailto:wbsj.chikugo@gmail.com


 

② 主な活動紹介 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

活動への課題 

2020 年から 2021 年はコロナ禍による緊急事態宣言が出され、その期間の探鳥会は 

中止として、会員の皆さんは、切歯扼腕の気持ちで過ごしました。 

一日も早くコロナが収束し、気兼ねなく探鳥会が出来ることを祈っています。 

また、三池島のベニアジサシの繁殖は、大雨や、台風、カラスやハヤブサの捕食の被害 

があり、繁殖放棄が続いています。 

また、矢部村のブッポウソウの繁殖も、今年初めて私たちが設置した巣箱に営巣してく

れましたが、巣に近づくカメラマンなどの影響で営巣放棄しましたので、ルールを守っ

ての観察をお願い致します。 

 

他団体に聞きたいこと 
若い人の入会が少なく、会員の高齢化が進み、また、役員のなりても少なくなり、会の

運営が限定されていますが、他団体では、どんな対策をされているでしょうか。 

ご教示、よろしくお願い致します。 

〇探鳥会の実施（年 40 回ほど） 

〇支部報・まめわりの発行（月１回）  

〇環境保護活動  

〇野鳥の生息調査・福岡県より委託を受けた 

生息調査、モニタリングの実施など 

有明海水鳥調査：春・秋・冬の 3 回 

  ベニアジサシ・ブッポウソウ繁殖調査など                     

                      

                       

                       

                       

                       

                      

＊第１日曜日 (偶数月）小郡市花立山探鳥会  

＊第 2 日曜日 (奇数月) みやま市能瀬山公園  

(偶数月）大牟田市延命公園など 

＊第 3 日曜日は企画探鳥会鳥に合せて 

＊第 4 日曜日山探鳥会  

11～3 月久留米市高良山 

4～10 月久留米城址 

＊5 月：バードウイーク探鳥会 高良山・清水

山                        

                      

                      

                      

                       

                       

                       

                       

                      


